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【補足資料】 

  

本論文に関わる調査対象・調査内容の詳細 

 

 本研究を行うにあたり、保育所、労働組合、自治体、個人に対して調査にご協力いただ

いた。以下に、筆者の行った調査内容と調査対象のリストを掲載する。掲載順は年月日の

古いものから並べ、ご協力いただいた個人については、匿名で統一している。この場を借

りて、ご協力いただいた皆様方に心より感謝申し上げます。 

 

 

補足資料-1　本論文に関連するヒアリング調査一覧

章 日付 訪問先 対象 調査内容 調査方法 備考

2007年6月12日 東京公務公共一般

事務所

東京公務公共一般保育

協議会E氏

Ａ区非正規保育士の労働

実態、職務分担の実態

ヒアリング 修士論文

2007年7月11日 江東区役所 東京公務公共一般江東

支部保育園分会

非正規保育士の実態、職

務分担の実態

座談会 修士論文

2007年9月15日 A区内喫茶店 元Ａ区「非常勤保育士」

Ｂ氏

非正規保育士の労働実

態、職務分担の実態

ヒアリング 修士論文

2007年9月22日 A区内喫茶店 Ａ区任期付短時間勤務

職員Ｄ氏

非正規保育士の労働実

態、職務分担の実態

ヒアリング 修士論文

2008年9月7日 A区内喫茶店 東京都A区正規職員Ｋ氏 非正規保育士の労働実態 ヒアリング
2010年11月12日 練馬駅前喫茶店 練馬区S保育園非常勤

職員Ｉ氏

非正規保育士の労働実

態、職務分担の実態

ヒアリング

2010年11月25日 練馬区職労事務所 練馬区Ｈ保育園園長Ｎ

氏

練馬区公立保育園の職務

編成について

ヒアリング

2013年8月21日 長野県A市職員労働

組合

A市職員労働組合書記

長

A市の保育行政の概要 ヒアリング

2013年8月21日 長野県A市臨時パー

ト労働組合

書記長、委員長各1名、

執行委員3名（以上保育
士）、執行委員（給食調
理員）1名

職務内容、労働条件の実

態

座談会

大阪府B市職員労働

組合

副委員長、書記次長2名

（保育士）

保育所内の労働力編成、

職務分担について

座談会

大阪府B市役所パー

ト職員労働組合

委員長、書記長、執行委

員各1名「17条パート」

職務分担、労働条件につ

いて

座談会

第

2
章

2013年11月22日 D区Ｎ保育園 指導・統括的役割の保育

士3名

保育士の技能形成につい

て

座談会

2013年12月20日 東京都C区職員労働

組合

保育園支部支部長（正規

保育士）Y氏

保育所内の労働力編成、

職務分担について

ヒアリング

2013年12月20日 東京公務公共一般

保育ユニオン

書記長（C区非常勤保育

士）M氏

職務分担、労働条件につ

いて

ヒアリング

第

2
章

2014年4月29日 D区Ｙ保育園 事務・経理担当者Ｋ氏 Y保育園の運営費、人件

費、職員の年齢構成等の
実態について

ヒアリング

第

4
章

2014年8月26日 長野県A市職員労働

組合

A市職員労働組合書記

長

電話にて補足調査、後日

メールにて追加資料送付

第

3
章

2014年9月1日 大阪府B市職員労働

組合

B市職員労働組合書記

長

メールにて追加資料送付

第

4
章

2014年9月4日 長野県A市臨時パー

ト労働組合

臨時・パート労働組合書

記長

電話にて補足調査、後日

メールにて追加資料送付

注1：D区N保育園は、2011年に開園したY保育園の分園である。

第

4
章

第

3
章

2013年度科学研究費

補助金（基盤研究Ｂ、
課題番号23330133）

第

2
章

2013年度科学研究費

補助金（基盤研究Ｂ、
課題番号23330133）

第

1
章

2013年9月11日
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補足資料-2　私立Y保育園での調査経過一覧

Ｎｏ 日付 時間 調査内容 調査方法

1 2009年7月7日 17：00～20：00 行事（納涼会） 見学
2 2009年8月5日 8：30～19：00 5歳児クラス（プール→昼食→午睡→自由遊び） 参与観察
3 2009年8月5日 10：30～18：30 4歳児クラス（プール→昼食→午睡→自由遊び） 参与観察
4 2009年8月6日 8：30～17：30 4歳児クラス（リズム体操→昼食→午睡→自由遊び） 参与観察
5 2009年8月24日 8：30～17：30 1歳児クラス（水遊び→昼食→午睡→自由遊び） 参与観察
6 2009年8月26日 8：30～17：30 1歳児クラス（散歩→昼食→午睡→自由遊び） 参与観察
7 2009年8月27日 8：30～18：30 1歳児クラス（水遊び→昼食→午睡→自由遊び） 参与観察
8 2009年9月1日 9：30～18：30 3歳児クラス（プール→昼食→午睡→防災訓練） 参与観察
9 2009年9月3日 8：30～17：30 3歳児クラス（プール→昼食→午睡→自由遊び） 参与観察
10 2009年9月11日 8：30～17：30 5歳児クラス（運動会練習→昼食→午睡→自由遊び） 参与観察
11 2009年9月16日 9：00～18：30 4歳児クラス（運動会練習→昼食→午睡→自由遊び） 参与観察
12 2009年9月25日 8：30～17：30 4歳児クラス（運動会練習→昼食→午睡→自由遊び） 参与観察
13 2009年9月25日 17：30～20：00 職員会議 参与観察
14 2009年9月29日 8：30～17：30 2歳児クラス（調理体験→昼食→午睡→自由遊び） 参与観察
15 2009年10月3日 8：30～17：30 土曜日乳児合同クラス 参与観察
16 2009年10月11日 8：00～14：00 行事（運動会） 見学
17 2009年10月27日 13：00～16：30 リーダー会議 参与観察
18 2009年10月31日 9：00～17：00 保育総括会議（前半期半年間の保育総括） 参与観察
19 2009年11月5日 8：30～17：30 3歳児クラス（散歩→昼食→午睡→自由遊び） 参与観察

20 2009年11月10日 8：30～17：30
4歳児クラス（調理体験→昼食→午睡→自由遊び）
午睡の時間帯に4歳児クラスの保護者会

参与観察

21 2009年11月12日 12：00～20：00 リーダー会議、職員会議 参与観察
22 2009年11月15日 10：00～13：00 行事（バザー） 見学
23 2009年12月18日 16：00～18：00 行事（作品展） 見学
24 2010年1月7日 17：30～20：00 職員会議 参与観察
25 2010年1月14日 13：00～16：30 2歳児クラス担任会議 参与観察
26 2010年1月18日 8：30～17：30 3歳児クラス（工作→昼食→午睡→自由遊び） 参与観察

7：30～16：30 2歳児クラス（学芸会練習→昼食→午睡→自由遊び） 参与観察
17：30～20：00 職員会議 参与観察

28 2010年1月28日 8：30～17：30 2歳児クラス（工作→昼食→午睡→自由遊び） 参与観察
29 2010年1月30日 9：00～16：00 事業総括会議 参与観察
30 2010年2月4日 8：30～17：30 0歳児クラス（室内遊び→昼食→午睡→自由遊び） 参与観察
31 2010年2月4日 8：30～17：30 学芸会リハーサル見学→資料収集 見学、資料収集
32 2010年2月12日 8：00～17：00 調理室で調理作業 参与観察
33 2010年2月18日 9：30～18：30 0歳児クラス（室内遊び→昼食→午睡→自由遊び） 参与観察
34 2010年2月22日 10：00～16：00 資料収集→幼児部会会議 資料収集、観察
35 2010年2月25日 8：00～17：00 調理室で調理作業 参与観察
36 2010年2月27日 9：00～17：00 保育総括会議（後半期半年間の保育総括） 参与観察
37 2010年3月2日 9：00～12：00 資料収集 資料収集
38 2010年3月3日 9：00～13：00 行事（お別れ交流会） 見学
39 2010年3月10日 13：00～16：30 3歳児クラスの保護者会 参与観察
40 2010年3月11日 17：30～20：00 職員会議 参与観察
41 2010年3月18日 17：30～20：00 職員会議 参与観察
42 2010年3月20日 8：30～13：00 行事（卒園式） 見学
43 2010年3月29日 13：00～17：30 資料収集 資料収集
44 2010年4月1日 9：00～13：00 行事（進級式） 見学
45 2010年4月2日 9：00～13：00 行事（入学式） 見学
46 2010年4月8日 13：00～19：30 資料収集→職員会議 資料収集、観察
47 2010年4月13日 17：30～21：00 福祉保育労（労働組合）Y保育園分会総会 見学
48 2010年4月17日 13：00～16：30 父母の会総会 見学
49 2010年4月28日 8：30～17：30 5歳児クラス（話し合い→昼食→午睡→自由遊び） 参与観察
50 2010年4月28日 17：30～20：00 事業方針会議 参与観察
51 2010年5月7日 10：00～16：00 資料収集 資料収集
52 2010年5月11日 17：30～21：00 職員会議、園内研修 参与観察
53 2010年5月14日 8：30～17：30 5歳児クラス（リズム体操→昼食→午睡→自由遊び） 参与観察
54 2010年5月17日 9：30～18：30 1歳児クラス（散歩→昼食→午睡→自由遊び） 参与観察

8：30～16：30 4歳児クラス（リズム体操→昼食→午睡→自由遊び） 参与観察
16：30～18：30 園内研修 見学

56 2010年5月29日 9：00～17：00 保育方針会議（1年の保育方針の検討） 参与観察
57 2010年5月31日 8：30～17：30 倉庫整理の手伝い、資料収集、アンケート配布 資料収集
58 2010年6月4日 9：30～18：30 1歳児クラス（散歩→昼食→午睡→自由遊び） 参与観察
59 2010年6月8日 9：30～18：30 0歳児クラス（室内・散歩→昼食→午睡→自由遊び） 参与観察
60 2010年6月10日 17：30～21：00 園内研修 見学
61 2010年6月15日 10：00～16：00 資料収集 資料収集

2010年1月21日27

55 2010年5月27日
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Ｎｏ 日付 時間 調査内容 調査方法

62 2010年6月19日 9：00～15：00 研究職員会議 参与観察

63 2010年6月22日 8：30～17：30
2歳児クラス（散歩→昼食→午睡→自由遊び）　　午睡の時
間帯に2歳児クラスの担任会議

参与観察

64 2010年6月25日 8：30～17：30 2歳児クラス（散歩→昼食→午睡→自由遊び） 参与観察
65 2010年6月29日 8：30～17：30 0歳児クラス（室内・散歩→昼食→午睡→自由遊び） 参与観察
66 2010年7月6日 13：00～20：00 資料収集→職員会議 参与観察
67 2010年7月9日 13：00～20：00 資料収集→行事（納涼会） 参与観察、見学
68 2010年7月13日 8：30～17：30 3歳児クラス（工作→昼食→午睡→自由遊び） 参与観察
69 2010年7月16日 13：00～20：00 資料収集、アンケート配布 資料収集
70 2010年9月9日 10：00～16：00 資料収集 資料収集
71 2010年9月14日 13：00～17：00 資料収集 資料収集
72 2010年9月21日 10：00～16：00 資料収集 資料収集
73 2010年9月28日 17：30～20：00 職員会議 参与観察
74 2010年10月10日 8：00～16：00 行事（運動会→茶話会） 見学
75 2010年10月12日 10：00～17：00 資料収集 資料収集
76 2010年10月16日 13：00～17：00 父母の会学習会 見学
77 2010年10月22日 13：00～17：00 資料収集 資料収集
78 2010年11月4日 17：30～21：00 園内研修 見学
79 2010年11月21日 10：00～13：00 行事（バザー） 見学
80 2011年1月28日 9：00～15：00 事業総括会議 参与観察
81 2011年2月26日 9：00～16：00 保育総括会議（後半期半年間の保育総括） 参与観察

注1：現在まで継続的に調査を行っており、調査期間はのべ100日を超える。

補足資料-3　本論文に関連するアンケート調査実施リスト

Ｎｏ 調査時期 調査名 調査主体・調査プロジェクト

1
2008年9月1日
～11月30日

「練馬区の臨時・非常勤職員の仕事と生活に関するアンケート」調査 練馬区職員労働組合

2
2010年6月1
日～7月1日

東京都D区Ｙ保育園の先生方に対する仕事と専門性に関するアン
ケート調査

筆者個人

注1：すべての調査について、筆者が調査票の作成、分析に中心的に関わっている
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